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新
年
度
を
迎
え
、
全
国
の
９
議

長
会
の
定
期
総
会
が
始
ま
っ
た
。

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
東
北
市
議
会
議

長
会
は
４
月
１６
日
、
近
畿
市
議
会

議
長
会
は
４
月
２１
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
総
会
を
開
催
し
た
。

東
北
議
長
会
で
は
新
会
長
に
工

藤
由
春
・
盛
岡
市
議
会
議
長
を
選

出
後
、
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
▽

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
強
化

▽
地
震
・
津
波
対
策
▽
道
路
交
通

網
の
整
備
促
進
―
―
な
ど
１８
件
の

議
案
を
審
議
、
決
定
し
た
。

近
畿
議
長
会
で
は
新
会
長
に
木

村
勝
彦
・
摂
津
市
議
会
議
長
を
選

出
す
る
と
と
も
に
、
来
る
５
月
２８

日
に
開
催
の
本
会
定
期
総
会
に
提

出
す
る
議
案
「
市
議
会
議
員
年
金

財
政
に
対
す
る
緊
急
要
望
」
を
審

議
、
決
定
し
た
。

各
議
長
会
総
会
で
決
定
さ
れ
た

議
案
は
、
３
件
以
内
を
本
会
の
定

期
総
会
で
部
会
提
出
議
案
と
し
て

審
議
、
議
決
さ
れ
、
７
月
の
理
事

会
で
地
方
行
政
委
員
会
な
ど
５
委

員
会
に
付
託
さ
れ
る
。

東北

近畿

議
長
会
が
総
会

要
望
議
案
を
決
定

経
済
危
機
対
策
の
策
定
に
向
け

麻麻
生生
総総
理理
へへ
申申
しし
入入
れれ

政
府
・
与
党
に
よ
る
「
経
済
危

機
対
策
」
策
定
を
控
え
た
４
月
８

日
、
藤
田
�
之
・
本
会
会
長
ら
は

首
相
官
邸
を
訪
れ
、
麻
生
総
理
へ

同
対
策
に
対
す
る
緊
急
申
し
入
れ

を
行
っ
た（
写
真
�
総
理
�左
と
面

談
す
る
藤
田
本
会
会
長
・
申
し
入

れ
の
内
容
は
下
欄
に
掲
載
）。

こ
れ
ま
で
も
総
理
は
、
３
度
に

わ
た
る
経
済
対
策
を
実
施
し
た
。

そ
の
額
、
総
額
７５
兆
円
。
し
か
し

依
然
、
経
済
危
機
脱
却
か
ら
の
出

口
が
見
え
な
い
中
、
総
理
は
新
た

な
対
策
を
打
つ
こ
と
と
し
た
。

今
回
の
事
業
費
は
５７
兆
円
、
財

政
出
動
額
は
１５
兆
円
に
及
び
過
去

最
大
。
総
理
は
今
通
常
国
会
へ
補

正
予
算
を
提
出
し
、
対
策
の
実
現

を
急
ぐ
考
え
。
同
対
策
に
は
、
自

治
体
の
公
共
投
資
を
支
援
す
る
仕

組
み
も
盛
り
込
ま
れ
る
。

な
お
、
同
対
策
は
４
月
１０
日
、

政
府
・
与
党
合
同
会
議
に
諮
ら

れ
、
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

六団体

世
界
的
な
経
済
危
機
の
影
響
を
受

け
、
我
が
国
経
済
は
本
年
第
１
四
半
期

も
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
有
効
求
人
倍
率
が
低
下

の
一
途
を
た
ど
る
な
ど
雇
用
情
勢
は

悪
化
し
、
地
域
経
済
も
不
況
の
度
を

深
め
て
お
り
、
戦
後
最
大
の
危
機
を

迎
え
て
い
る
。

国
は
、
平
成
２１
年
度
当
初
予
算
に

盛
り
込
ま
れ
た
対
策
を
迅
速
か
つ
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

我
が
国
の
景
気
の
底
割
れ
を
回
避

し
、
日
本
経
済
を
安
定
的
な
成
長
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
、
新
た
な
緊
急
経

済
対
策
を
早
急
に
決
定
し
、
切
れ
目

な
く
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。こ

の
対
策
は
地
域
の
実
情
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
地
方
の
創
意
工
夫

を
活
か
す
と
の
視
点
で
実
施
す
る
と

同
時
に
、
内
需
型
の
安
定
的
な
産
業

構
造
へ
の
転
換
を
着
実
に
進
め
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
、
対
策
の
具
体
化
に
当

た
っ
て
は
、
下
記
事
項
を
重
点
に
実

施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

記

１
�
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
」
は
、
自
由
度
が
高
く
、

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、さ
ら
に
大
幅
に
拡
充
す
る
こ
と
。

２
�
公
共
事
業
そ
の
他
の
地
方
負
担

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
積
極

的
に
協
力
で
き
る
財
政
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

３
�
学
校
・
公
共
施
設
の
耐
震
化
や

生
活
道
路
の
整
備
な
ど
国
民
生
活
に

必
要
な
投
資
に
つ
い
て
は
思
い
切
っ

て
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

４
�
農
林
水
産
業
分
野
へ
の
人
材
移
転

な
ど
担
い
手
の
確
保
、
定
住
対
策
を
進

め
、
多
様
な
機
能
を
持
つ
農
林
水
産
業

の
基
盤
の
確
立
と
地
域
の
再
生
を
図

る
こ
と
。

５
�
医
療
、
福
祉
分
野
に
お
け
る
人

材
の
養
成
・
確
保
お
よ
び
定
着
を
図

る
た
め
、
人
材
移
転
、
教
育
訓
練
等

に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

６
�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
普

及
、
技
術
革
新
に
よ
る
新
市
場
の
創

造
、
新
型
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な

ど
、
潜
在
成
長
力
を
高
め
る
政
策
に

重
点
的
な
投
資
を
行
う
こ
と
。

７
�
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
安

定
の
た
め
、
中
小
企
業
に
対
す
る
助

成
制
度
の
充
実
や
申
請
手
続
き
の
簡

素
化
、
中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

８
�
地
方
は
、
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
交
付
金
」
、
「
緊
急
雇
用
創

出
事
業
交
付
金
」
を
活
用
し
、
雇
用

対
策
を
鋭
意
実
施
し
て
い
る
が
、
現

在
の
雇
用
情
勢
を
回
復
さ
せ
る
に
は

不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
増
額
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
効
果
的
な
実
施
の
た

め
、
交
付
要
件
を
弾
力
化
す
る
と
と

も
に
財
源
か
ら
く
る
制
約
を
最
小
限

の
も
の
と
す
る
こ
と
。

９
�
雇
用
の
維
持
・
確
保
を
図
る
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
策
を
充
実
・

強
化
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
安
定

の
た
め
の
法
制
度
の
整
備
を
行
う
こ

と
。

１０
�
国
民
に
将
来
に
対
す
る
希
望
と

安
心
感
を
与
え
る
た
め
、
地
域
医
療

を
支
え
る
医
師
等
の
確
保
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
少
子
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
社
会
保
障
制
度
の
再
構

築
を
進
め
る
こ
と
。

平
成
２１
年
４
月
８
日

地
方
六
団
体

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1722号４月２５日平成21年
（2009年）

経済危機対策に関する緊急申し入れ

工藤由春・東北議長会
会長（盛岡市）

木村勝彦・近畿議長会
会長（摂津市）

（１） 平成２１年４月２５日 第１７２２号
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本
年
４
月
、
市
民
・
県
民
、
そ

し
て
全
国
の
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
が
、

待
ち
望
ん
で
い
た
新
し
い
広
島
市

民
球
場「
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｄ
Ａ

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

－

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
５１
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
プ
ロ
野
球
球
団
「
カ
ー
プ
」

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
球
場
と
し
て

活
躍
し
て
き
た
旧
市
民
球
場
は
、

本
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
そ
の
役

割
を
終
え
ま
し
た
。

平
成
１６
年
の
プ
ロ
野
球
再
編
論

議
を
契
機
に
カ
ー
プ
の
存
続
が
危

惧
さ
れ
た
た
め
、
カ
ー
プ
が
こ
れ

か
ら
も
広
島
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に

「
新
球
場
の
建
設
を
」
と
い
う
気

運
が
フ
ァ
ン
や
市
民
の
間
で
高
ま

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
受

け
て
、
１７
年
３
月
に
市
・
県
・
地

元
経
済
界
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の

官
民
の
代
表
で
組
織
し
た
「
新
球

場
建
設
促
進
会
議
」
に
お
い
て
、

新
球
場
建
設
の
方
向
性
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
建
設
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
完
成
に
至
る
約
４

年
ま
で
の
間
で
、
特
に
印
象
深
い

出
来
事
と
し
て
は
、
１６
年
１１
月
か

ら
約
１
年
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ

た
「
た
る
募
金
」
が
あ
り
ま
す
。

半
世
紀
前
に
行
わ
れ
た
カ
ー
プ
に

対
す
る
市
民
や
経
済
界
の
熱
烈
な

支
援
を
彷
彿
と
さ
せ
る
運
動
と
し

て
展
開
さ
れ
、
市
民
・
県
民
は
も

と
よ
り
、
全
国
の
フ
ァ
ン
か
ら
１

億
２
５
０
０
万
円
も
の
寄
附
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
地
元
経
済
界
や
、
広

島
県
か
ら
も
ご
支
援
を
頂
い
て
お

り
、
現
在
も
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

善
意
の
寄
付
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
広
島
市
民
球
場

は
、
行
政
、
市
民
、
県
民
、
経
済

界
、
更
に
は
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
全
国
の
多
く
の
皆

さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
創
り
上
げ

た
夢
の
器
で
す
。

内
外
野
と
も
美
し
い
天
然
芝

と
、
周
回
コ
ン
コ
ー
ス
を
備
え
た

大
リ
ー
グ
球
場
タ
イ
プ
の
こ
の
ボ

ー
ル
パ
ー
ク
は
、
「
世
界
の
モ
デ

ル
都
市
」
に
相
応
し
い
魅
力
や
活

力
を
創
造
す
る
源
で
す
。
大
リ
ー

グ
球
場
並
み
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

観
客
席
や
、
勾
配
の
緩
や
か
な
ス

タ
ン
ド
を
誇
り
、
プ
ロ
野
球
選
手

ら
が
使
用
す
る
諸
室
の
規
模
・
機

能
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

ま
た
、
臨
場
感
に
溢
れ
た
「
砂

か
ぶ
り
席
」
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分

で
の
ん
び
り
観
戦
で
き
る
「
芝
生

エ
リ
ア
」
、
家
族
や
友
人
ら
で
飲

食
を
楽
し
み
な
が
ら
観
戦
で
き
る

「
パ
ー
テ
ィ
ー
フ
ロ
ア
」
な
ど
、

様
々
な
観
戦
ス
タ
イ
ル
を
お
楽
し

み
頂
け
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

デ
ザ
イ
ン
に
も
意
を
用
い
、
老
若

男
女
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
全
て
の
利
用
者
に
と
っ
て
、

２１
世
紀
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
創
造
の
場
に
な
り
ま
す
。

新
球
場
は
、
カ
ー
プ
が
い
つ
ま

で
も
広
島
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

と
願
う
市
民
や
経
済
界
の
熱
意
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
球
場
で
す
。
新

球
場
を
舞
台
に
カ
ー
プ
（
英
語
で

「
鯉
」
の
意
）
の
選
手
が
文
字
通

り
「
水
を
得
た
魚
」
と
な
っ
て
躍

動
し
、
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
・
フ
ラ
ッ
グ
が
翻
る
日

を
多
く
の
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
、
市
民

と
共
に
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
提
供＝

広
島
市
議
会
）

新球場（マツダスタジアム）までは、広島駅南
口から徒歩で約１０分、広島駅新幹線口から徒歩
で約１３分。徒歩によるアクセスを基本としてい
ます。
ご来場の際は、電車・バス等の公共交通機関を

ご利用ください（駐車場は台数に限りがあり、プ
ロ野球公式戦開催日には事前予約が必要です。）

今
号
の
市
政
ニ
ュ
ー
ス
は
、
２
面
に
「
広
島
県
広
島
市
」
、
３
面

に
「
長
野
県
長
野
市
」
の
２
本
立
て
で
お
届
け
し
ま
す
。

広
島
市
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
本
拠
地
。
同

球
団
が
長
年
、
使
用
し
て
き
た
旧
市
民
球
場
が
老
朽
化
し
、
新
球
場

建
設
構
想
が
浮
上
し
て
か
ら
、
完
成
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
長
野
市
に
つ
い
て
は
七
年
に
一
度
、
日
本
を
代
表
す

る
寺
院
・
善
光
寺
で
行
わ
れ
る
御
開
帳
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｄ
Ａ

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
‐
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
は
関
係
者
の
夢
の
器

市 政

ニュース

待待望望のの新新広広島島市市民民球球場場
本本年年４４月月ににオオーーププンン

広島市（広島県）

第１７２２号 平成２１年４月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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長
野
と
聞
い
て
真
っ
先
に
「
善

光
寺
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
は
、

か
な
り
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
善
光
寺
で
本
年
４
月

５
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
、
特
別

行
事
と
し
て
御
開
帳
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

御
開
帳
の
正
式
名
称
は
「
善
光

寺
前
立
本
尊
御
開
帳
（
ぜ
ん
こ
う

じ
ま
え
だ
ち
ほ
ん
ぞ
ん
ご
か
い
ち

ょ
う
）
」
。
数
え
年
で
七
年
に
一

度
（
丑
年
と
未
年
）
催
さ
れ
、
全

国
の
人
々
が
お
参
り
に
訪
れ
る
盛

儀
で
す
。

期
間
中
、
特
別
に
拝
観
が
叶
う

前
立
本
尊
は
、
中
央
に
阿
弥
陀
如

来
、
向
か
っ
て
右
に
観
音
菩
薩
、

左
に
勢
至
菩
薩
が
一
つ
の
光
背
の

中
に
並
び
立
つ
「
一
光
三
尊
阿
弥

陀
如
来
」
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。

御
開
帳
の
時
だ
け
本
堂
へ
遷
さ
れ

て
、
拝
観
者
が
目
に
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

中
央
の
阿
弥
陀
如
来
の
右
手
に

は
、
金
糸
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
金
糸
は
、
五
色
の
糸
を
経
て

白
い
綱
に
変
わ
り
、
本
堂
前
に
立

て
ら
れ
た
回
向
柱
に
結
ば
れ
ま

す
。
こ
の
回
向
柱
に
触
れ
る
こ
と

は
、
前
立
本
尊
に
直
接
触
れ
る
こ

と
と
同
じ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ

っ
て
、
回
向
柱
に
触
れ
る
と
前
立

本
尊
と
結
縁
が
生
ま
れ
、
御
利
益

（
ご
り
や
く
）
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

前
立
本
尊
は
通
常
、
御
宝
庫
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
御
開
帳

が
始
ま
る
前
に
御
宝
庫
か
ら
本
堂

へ
遷
さ
れ
ま
す
。今
年
は
、４
月
４

日
に「
前
立
本
尊
御
遷
座
式
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
５

日
、
御
開
帳
の
幕
が
切
っ
て
落
と

さ
れ
、本
堂
で
盛
大
に「
御
開
帳

開
闢
大
法
要
」が
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
、
御
開
帳
が
催
さ
れ
た
の

は
平
成
１５
年
の
こ
と
。
約
６
２
８

万
人
も
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
「
一

光
三
尊
阿
弥
陀
如
来
」
を
拝
観
し

ま
し
た
。
今
年
の
御
開
帳
も
、
既

に
３
週
間
が
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
見
所
は
尽
く
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
５
月
に
も
「
中
日
庭
儀
大

法
要
」
の
ほ
か
、
善
光
寺
と
も
縁

の
深
い
弥
栄（
や
さ
か
）神
社
の

「
屋
台
巡
行
」�
主
な
行
事
は
右
掲

�
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
訪

れ
た
人
々
を
惹
き
付
け
ま
す
。

屋
台
巡
行
で
は
善
光
寺
門
前
の

全
町
を
挙
げ
、
互
い
に
町
勢
を
競

い
合
う
と
と
も
に
、
住
民
の
心
意

気
や
意
地
を
天
下
に
示
し
ま
す
。

こ
の
煌
び
や
か
な
大
祭
が
、
御
開

帳
の
終
盤
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
善
光
寺
へ
赴
く
魅
力

は
、
御
開
帳
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
善
光
寺
本
堂
は
、
我
が
国

の
木
造
文
化
財
と
し
て
は
最
大
級

の
建
造
物
で
あ
り
、
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
貴
重
な
も
の
。
総
檜

皮
（
ひ
わ
だ
）
葺
き
の
壮
麗
に
し

て
優
美
な
本
堂
は
、
訪
れ
た
人
々

を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
善
光
寺
に
は
、
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
山
門

が
、
表
玄
関
と
し
て
そ
び
え
て
い

ま
す
。
屋
根
に
サ
ワ
ラ
の
板
を
用

い
た
栩（
と
ち
）葺
き
の
山
門
は
、

高
さ
２０
�
に
及
ぶ
入
母
屋
造
り
。

弥
栄
神
社
の
屋
台
巡
行
も
、
こ
の

山
門
前
を
通
過
し
ま
す
。
楼
上
に

は
「
善
光
寺
」
と
書
か
れ
た
額
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
額

の
「
善
」
の
字
が
牛
の
顔
に
見
え

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
「
牛
に
引

か
れ
て
善
光
寺
参
り
」
を
如
実
に

裏
付
け
る
か
の
よ
う
で
す
。

「
遠
く
と
も
一
度
は
詣
れ
善
光

寺
」
と
も
言
い
ま
す
。
特
に
今
年

は
、
御
開
帳
の
年
に
当
た
っ
て
い

る
た
め
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て

み
る
と
、
更
に
趣
が
深
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
写
真
提
供

＝

善
光
寺
、
文
は
本
紙
）

【善光寺】
日本を代表する寺院。約

１４００年の歴史を有する。
寺伝によれば本堂は、西

暦６４２年の創建だが、過去
に十数回の火災に遭ってい
る。現在の本堂は１７０７年
に再建。江戸時代中期を代
表する仏教建築であり、国
宝に指定されている。
善光寺は、いずれの宗派

にも属していない。これ
は、日本で仏教が諸宗派に
分かれる前から存在する寺
院であるため。宗派の別な
く、宿願が可能な霊場とし
て位置付けられており、す
べての人に開かれた寺院と
して、今日へと至ってい
る。

七七
年年
にに
一一
度度
のの
盛盛
儀儀

信信
州州
善善
光光
寺寺
御御
開開
帳帳

長
野
市
（
長
野
県
）

市 政

ニュース

遠遠
くく
とと
もも
一一
度度

はは
詣詣
れれ
善善
光光
寺寺

【善光寺御開帳・主な関連行事】

本堂前 御開帳大回向柱受
入式

本堂前 回向柱建立式

本堂 前立本尊御遷座式

本堂 御開帳開闢大法要

本堂 全国善光寺会大法要

本堂前 中日庭儀大法要

本堂前 中日庭儀大法要

山門前 屋台巡行

本堂 御開帳結願大法要

本堂 前立本尊御還座式

３月２９日（日）
午後２時３０分

４月３日（金）
午後１時

４月４日（土）
午後３時

４月５日（日）
午前１０時～１２時

４月１１日（土）
午後３時

４月２５日（土）
午前１１時～午後２時

５月９日（土）
１１時～午後２時

５月２４日（日）

５月３１日（日）
午前１０時～１２時

６月１日（月）
午後１時

善
光
寺
御
開
帳
は
４
月
５
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
の
５７
日
間

（
写
真
提
供＝

善
光
寺
）

（３） 平成２１年４月２５日 第１７２２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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熊熊
谷谷
市市
がが
特特
例例
市市

▼
議
長

▽
葛
城

石
井
文
司（
１２
・
５
）

▽
茨
木

辰
見

登（
２
・
１０
）

▽
唐
津

進
藤
健
介（
２
・
１３
）

▽
須
坂

佐
藤
壽
三
郎（
２
・
１６
）

▽
亀
岡

松
本
冨
雄（
２
・
１６
）

▽
西
東
京

浅
野
�
司（
２
・
１７
）

▽
岩
出

上
野
耕
志（
２
・
１８
）

▽
焼
津

良
知
淳
行（
２
・
１９
）

▽
橿
原

細
川
佳
秀（
２
・
１９
）

▽
山
鹿

横
手
啓
介（
２
・
２０
）

▽
北
九
州
佐
々
木
健
五（
２
・
２３
）

▽
瑞
浪

山
田
実
三（
２
・
２４
）

▽
高
島

渡
邊
近
治（
２
・
２４
）

▽
香
取

田
山
一
夫（
２
・
２５
）

▽
加
須

鎌
田
勝
義（
２
・
２７
）

▽
五
島

熊
川
長
吉（
２
・
２７
）

▽
日
野

秋
山

薫（
３
・
２
）

▽
三
豊

坂
口
晃
一（
３
・
２
）

▽
う
る
ま

西
野
一
男（
３
・
２
）

▽
前
橋

立
見
賢
三（
３
・
３
）

▽
渋
川

都
丸

均（
３
・
４
）

▽
今
治

長
橋
準
治（
３
・
４
）

▽
各
務
原

神
谷
卓
男（
３
・
６
）

▽
御
坊

上
田
季
児（
３
・
６
）

▽
白
山

杉
本
典
昭（
３
・
９
）

▽
伊
東

楠
田
一
男（
３
・
９
）

▽
大
分

仲
道
俊
寿（
３
・
１０
）

▽
豊
後
高
田
�
海
政
幸（
３
・
１０
）

▽
赤
平

獅
畑
輝
明（
３
・
１９
）

▽
飛
�

齋
藤
輝
治（
３
・
１９
）

▽
杵
築

上
杉
健
治（
３
・
１９
）

▽
立
川

太
田
光
久（
３
・
２４
）

▽
室
戸

林

竹
松（
３
・
２４
）

▽
青
森

渋
谷

勲（
３
・
２５
）

▽
甲
斐

猪
股
尚
彦（
３
・
２５
）

▽
甲
州

平
塚

義（
３
・
２５
）

▽
洲
本

土
井
敏
雄（
３
・
２５
）

▽
別
府

野
口
哲
男（
３
・
２５
）

▽
筑
後

原
口
英
喜（
３
・
２６
）

▽
夕
張

山
本
勝
昭（
３
・
２７
）

▽
合
志

柏
尾
武
二（
３
・
３１
）

▽
飯
塚

森
山
元
昭（
４
・
２
）

▽
相
馬

波
多
野
広
文（
４
・
３
）

▽
浦
添

下
地
惠
典（
４
・
８
）

▽
富
士
見

深
井
平
次（
４
・
９
）

▼
副
議
長

▽
葛
城

寺
田
惣
一（
１２
・
１７
）

▽
茨
木

中
内
清
孝（
２
・
１０
）

▽
御
殿
場

石
田
英
司（
２
・
１３
）

▽
唐
津

百
武
弘
之（
２
・
１３
）

▽
須
坂

永
井
光
明（
２
・
１６
）

▽
西
東
京

相
馬
和
弘（
２
・
１８
）

▽
岩
出

松
下

元（
２
・
１８
）

▽
焼
津

浦
田
和
昌（
２
・
１９
）

▽
橿
原

福
井
達
雄（
２
・
１９
）

▽
八
幡
浜

魚
崎
清
則（
２
・
２０
）

▽
山
鹿

森
川
昭
彦（
２
・
２０
）

▽
北
九
州

西

豊
磨（
２
・
２３
）

▽
瑞
浪

柴
田
増
三（
２
・
２４
）

▽
高
島

清
水
日
出
夫（
２
・
２４
）

▽
西
之
表

川
村
孝
則（
２
・
２４
）

▽
香
取

菱
木
康
夫（
２
・
２５
）

▽
下
関

門
出
眞
治（
２
・
２７
）

▽
五
島

柿
森
弘
幸（
２
・
２７
）

▽
大
野

川
端
義
秀（
３
・
２
）

▽
日
野

馬
場
賢
司（
３
・
２
）

▽
守
谷

山
田
清
美（
３
・
２
）

▽
三
豊

眞
鍋
昌
年（
３
・
２
）

▽
う
る
ま

伊
波
良
紀（
３
・
２
）

▽
前
橋

町
田
徳
之
助（
３
・
３
）

▽
五
所
川
原野

呂
國
四
郎（
３
・
４
）

▽
今
治

井
手
洋
行（
３
・
４
）

▽
渋
川

都
丸
政
行（
３
・
５
）

▽
各
務
原

川
瀬
勝
秀（
３
・
６
）

▽
御
坊

山
田
勝
人（
３
・
６
）

▽
白
山

前
多
喜
良（
３
・
９
）

▽
大
分

指
原
健
一（
３
・
１０
）

▽
豊
後
高
田
川
原
直
記（
３
・
１０
）

▽
赤
平

林
喜
代
子（
３
・
１９
）

▽
飛
�

木
下
忠
男（
３
・
１９
）

▽
取
手

細
谷
典
男（
３
・
２４
）

▽
室
戸

濱
口
太
作（
３
・
２４
）

▽
青
森

舘
山
善
一（
３
・
２５
）

▽
甲
斐

中
込
助
雄（
３
・
２５
）

▽
甲
州

中
村
勝
彦（
３
・
２５
）

▽
洲
本

竹
内
通
弘（
３
・
２５
）

▽
熊
本

田
中
誠
一（
３
・
２５
）

▽
別
府

国
実
久
夫（
３
・
２５
）

▽
合
志

青
木
伸
一（
３
・
３１
）

▽
飯
塚

田
中
廣
文（
４
・
２
）

▽
浦
添

仲
里
邦
彦（
４
・
８
）

▽
富
士
見

吉
野
欽
三（
４
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
網
走

鈴
木
義
雄（
４
・
１
）

▽
留
萌

中
原
隆
之（
４
・
１
）

▽
士
別

藤
田

功（
４
・
１
）

▽
三
笠

星
野
直
義（
４
・
１
）

▽
青
森

柿
崎
直
春（
４
・
１
）

▽
五
所
川
原
岩
川
静
子（
４
・
１
）

▽
十
和
田

宮
崎
秀
美（
４
・
１
）

▽
む
つ

工
藤
昌
志（
４
・
１
）

▽
宮
古

大
久
保
康
雄（
４
・
１
）

▽
大
船
渡

山
口
清
人（
４
・
１
）

▽
花
巻

佐
藤
祥
二（
４
・
１
）

▽
仙
台

枡
澤
慶
悦（
４
・
１
）

▽
塩
竈

伊
藤
喜
昭（
４
・
１
）

▽
気
仙
沼

菅
原
光
雄（
４
・
１
）

▽
岩
沼

菊
田
康
市（
４
・
１
）

▽
登
米

星

富
雄（
４
・
１
）

▽
男
鹿

小
玉
一
克（
４
・
１
）

▽
湯
沢

菊
地
博
行（
４
・
１
）

▽
米
沢

佐
藤

博（
４
・
１
）

▽
天
童

森
川
敏
雄（
４
・
１
）

▽
会
津
若
松
三
瓶
広
基（
４
・
１
）

▽
相
馬

渡
辺
良
行（
４
・
１
）

▽
南
相
馬

関
場
英
雄（
４
・
１
）

▽
五
泉

梁
取

浩（
４
・
１
）

▽
富
山

菊
川
順
良（
４
・
１
）

▽
金
沢

山
森

茂（
４
・
１
）

▽
七
尾

田
中
宏
和（
４
・
１
）

▽
敦
賀

野
瀬
雅
己（
４
・
１
）

▽
大
野

中
村
浩
一（
４
・
１
）

▽
�
江

伊
部
孝
幸（
４
・
１
）

▽
上
田

片
山
久
男（
４
・
１
）

▽
須
坂

根
津
良
一（
４
・
１
）

▽
千
曲

岡
田
昭
雄（
４
・
１
）

▽
調
布

風
間
直
樹（
４
・
１
）

▽
町
田

八
木
友
則（
４
・
１
）

▽
多
摩

川
田
賢
司（
４
・
１
）

▽
西
東
京

尾
崎
正
男（
４
・
１
）

▽
台
東

矢
下

薫（
４
・
１
）

▽
川
崎

秦
野
純
一（
４
・
１
）

▽
横
須
賀
飯
田
美
江
子（
４
・
１
）

▽
藤
沢

藤
間

豊（
４
・
１
）

▽
厚
木

甘
利

勉（
４
・
１
）

▽
甲
斐

武
井

泉（
４
・
１
）

▽
下
妻

小
田
部
康
志（
４
・
１
）

▽
取
手

浜
田

実（
４
・
１
）

▽
守
谷

上
野
久
芳（
４
・
１
）

▽
常
陸
大
宮
堀
江
克
己（
４
・
１
）

▽
桜
川

笠
倉

貞（
４
・
１
）

▽
前
橋

横
山
隆
則（
４
・
１
）

▽
伊
勢
崎

茂
木
光
正（
４
・
１
）

▽
館
林

栗
原
岩
男（
４
・
１
）

▽
藤
岡

飯
塚

剛（
４
・
１
）

▽
み
ど
り

星
野
英
明（
４
・
１
）

▽
さ
い
た
ま
木
村
保
信（
４
・
１
）

▽
川
越

立
入
信
悟（
４
・
１
）

▽
宍
粟
市
（
兵
庫
県
）

〒
６
７
１
―
２
５
９
３

宍
粟
市
中
広
瀬
１
３
３
番
地
６

�
０
７
９
０（
６
３
）３
１
２
６

（
議
会
事
務
局
直
通
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
変
更
な
し
）

▽
関
市
（
岐
阜
県
）

�
０
５
７
５（
２
３
）７
７
３
７

（
議
会
事
務
局
直
通
）

４
月
１
日
、
埼
玉
県
熊
谷
市
が

一
般
市
か
ら
特
例
市
に
移
行
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
特
例

市
は
４１
市
と
な
っ
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
４
月
５
日
付
第
１
７
２
０

号
１
面
の
「
４
月
５
日
現
在
の
市

数
」
の
内
訳
で
「
特
例
市
４０
市
」

「
一
般
市
６
８
４
市
」
と
伝
え
ま

し
た
が
、
熊
谷
市
が
特
例
市
へ
移

行
し
た
た
め
、
正
し
く
は
「
特
例

市
４１
市
」
「
一
般
市
６
８
３
市
」

で
し
た
。
訂
正
と
と
も
に
、
関
係

者
へ
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

４月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １８市
中核市 ４１市
特例市 ４１市
一般市 ６８３市
特別区 ２３区

お
知
ら
せ

本
紙
５
月
５
日
付
第
１

７
２
３
号
は
、
第
１
７
２

４
号
と
併
せ
、
５
月
１５
日

付
第
１
７
２
３
・
２
４
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

議議
会会
人人
事事

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更

議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更
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